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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
最
後

の
年
が
明
け
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
は
組

合
せ
の
36
番
目
で
、
昨
年
は
戊
戌
で
、

来
年
は
庚
子
に
な
り
ま
す
。
前
回
（
60
年

前
）
の
己
亥
は
昭
和
34
年
で
し
た
が
、
こ

の
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
年
は
皇
太
子
殿
下
と
美
智
子
さ
ま

の
ご
成
婚
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教

育
テ
レ
ビ
が
始
ま
り
、
日
本
教
育
テ
レ
ビ

（
現
テ
レ
ビ
朝
日
）、
フ
ジ
テ
レ
ビ
等
が
開

局
し
、
テ
レ
ビ
放
送
は
益
々
充
実
し
ま
し

た
。出
版
界
も
活
発
化
し
、
週
刊
文
春
、
週

刊
少
年
サ
ン
デ
ー
、
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン

平
成
三
十
一
年　

己
亥
の
年

　

今
日
、
正
式
名
称
の「
都
道
312
号
白
金

台
町
等
々
力
線
」よ
り
も「
目
黒
通
り
」と

し
て
知
ら
れ
る
お
な
じ
み
の
道
も
、
時
代

と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
名
所
図
会
で
は
「
二
子
街
道
」

　

「
江
戸
名
所
図
会
」
と
い
う
江
戸
時
代

に
出
版
さ
れ
た
観
光
案
内
書
に
は
等
々
力

駅
の
北
に
あ
る
満
願
寺
と
そ
の
前
を
通
る

道
が
「
二
子
街
道
」
と
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
墓
地

内
に
は
、
元
禄
時
代
の
儒

学
者
で
あ
る
細
井
広
沢
の

墓
所
が
あ
り
ま
す
。
広
沢

は
忠
臣
蔵
で
知
ら
れ
る
堀

部
安
兵
衛
ら
と
親
交
が
あ

り
、
討
ち
入
り
口
上
書
の

添
削
を
し
た
と
も
い
わ
れ

る
人
物
で
す
。
当
時
、
目

黒
通
り
は
二
子
街
道
と
し

て
満
願
寺
の
南
を
弧
を
ゆ

等
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
世
界
も
一
層
活
発
に

な
り
ま
し
た
。
大
相
撲
は
栃
若
時
代
で
賑

わ
い
、
プ
ロ
野
球
で
は
王
貞
治
選
手
が
後

楽
園
で
プ
ロ
入
り
初
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放

ち
、
長
嶋
茂
雄
選
手
が
天
覧
試
合
で
サ
ヨ

ナ
ラ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
つ
な
ど
華
や
か
な

記
録
を
残
し
ま
し
た
。

　

産
業
界
で
は
、
東
海
道
新
幹
線
の
着
工

が
始
ま
り
（
開
通
は
昭
和
39
年
）、
自
動

車
業
界
も
活
発
化
し
、
プ
リ
ン
ス
自
動
車

の
グ
ロ
リ
ア
、
日
産
自
動
車
の
ブ
ル
ー
バ
ー

　
　
　
　

  

玉
寿
会
会
長　

鈴
木　

政
雄

　

玉
寿
会
は
昨
年
で
60
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
は
勿
論
、

地
域
の
方
々
の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

60
年
前
、
小
池
駒
次
様
、
阿
部
龍
文
様
、

上
田
金
蔵
様
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
現
在
は

等
々
力
地
区
会
館
を
主
な
活
動
拠
点
と
し

て
い
ま
す
。
120
余
名
の
会
員
で
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
大
正
琴
、
書
道
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

13
の
部
会
が
あ
り
、
通
常
の
活
動
の
ほ
か
、

年
４
回
の
お
誕
生
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
設
立
60
周
年
を
迎
え
、
玉
川

神
社
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
玉
川
神
社
例
大
祭
の
９
月
15
日
に

奉
納
演
芸
会
を

開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

演
芸
会
で
は
、

設
立
者
の
方
々

へ
の
感
謝
と
玉

寿
会
の
こ
れ
か

ら
の
発
展
を
願

い
、
歌
や
踊
り

を
披
露
し
ま
し

―
こ
れ
か
ら
の
行
事
―

◆
普
通
救
命
講
習
会

　
　

2
月
16
日
㈯ 

      　
　

     

玉
川
消
防
署

◆
さ
ぎ
草
栽
培
講
習
会

　
　

2
月
19
日
㈫　
　
　
　

 

尾
山
台
地
区
会
館

◆
古
着
・
古
布
の
回
収

　
　

2
月
23
日
㈯ 

      　
　

  

尾
山
台
中
学
校

等
々
力
小
学
校

◆
等
々
力
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
展
示
会

　
３
月
上
旬
予
定　

玉
川
総
合
支
所
等
々
力
庁
舎  

?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?

高
齢
者
ク
ラ
ブ「
玉
寿
会
」60
周
年

2019
元　旦

　
「
玉
の
清
流
」
の
創
刊
が
1983
年
（
昭
和

58
年
）
1
月
で
す
の
で
、
こ
の
145
号
で
足

か
け
37
年
の
あ
ゆ
み
と
な
り
ま
す
。

　

私
が
尾
山
台
自
治
会
か
ら
編
集
委
員
に

派
遣
さ
れ
て
す
で
に
４
年
で
す
。
そ
れ
以

前
は
た
ま
た
ま
父
が
編
集
委
員
と
し
て
創

刊
号
か
ら
参
加
し
て
お
り
、
こ
れ
も
な
に

か
の
縁
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
な
に
よ
り

先
達
の
皆
さ
ま
の
足
跡
を
大
切
に
し
て
地

域
の
つ
な
が
り
を
育
て
て
い
き
た
い
と
念

願
し
て
い
ま
す
。

 　

こ
の
等
々
力
・
尾
山
台
・
玉
堤
に
も

古
よ
り
伝
わ
る
史
蹟
や
歳
時
が
あ
り
、
新

年
の
神
社
仏
閣
へ
の
初
詣
、
ど
ん
ど
焼
き
、

御
嶽
講
詣
で
、
節
分
、
雛
祭
り
、
花
祭
り

に
七
夕
、お
盆
、夏
祭
り
、秋
祭
り
、新
嘗
祭
、

農
振
会
や
酉
の
市
な
ど
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。ミ
ニ
コ
ミ
紙「
玉

の
清
流
」
が
少
し
で
も
身
近
な
情
報
誌
と

し
て
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
よ
う
心

が
け
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
落
合
信
一
）

■
□
□
■

編
集
後
記

あけまして
おめでとうございます

ぎ
ょ
く
じ
ゅ
か
い

る
く
え
が
い
て
今
の
等
々
力
駅
方
向
に
延

び
て
い
ま
し
た
。
大
井
町
線
を
越
え
る
陸

橋
が
で
き
る
の
は
ま
だ
後
の
こ
と
で
す
。

　
乗
合
自
動
車
が
疾
走
し
た
頃

　

目
黒
と
等
々
力
の
あ
い
だ
に
は
明
治
期

か
ら
馬
車
に
よ
る
交
通
が
行
わ
れ
、
大
正

時
代
か
ら
は
乗
合
自
動
車
が
運
行
さ
れ
ま

し
た
。
大
正
末
に
発
行
さ
れ
た
「
東
京
近

郊
電
車
案
内
」
に
は
目
黒
駅
前
〜
等
々
力

間
乗
合
自
動
車
の
営
業
概
要
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
要
約
す
る
と
、
運
行
時
間
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
、
３
分
か

ら
５
分
ご
と
に
発
車
。
料
金
は
目
黒
駅
前

〜
等
々
力
が
60
銭
。
往
復
券
な
ら
約
２
割

方
安
く
な
り
、
目
黒
駅
前
〜
清
水
間
に
特

別
回
数
券
を
発
売
し
て

い
て
５
割
引
な
ど
、
頻

繁
な
運
行
と
と
も
に
各

種
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
当
時
、
郵
便
は

が
き
が
１
銭
５
厘
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
そ

れ
な
り
の
金
額
で
し

た
。
さ
ら
に
驚
か
さ
れ

る
の
は
所
要
時
間
で
、

当
時
の
運
行
ダ
イ
ヤ
で

は
目
黒
駅
前
か
ら
、
競
馬
場
前
（
６

分
）
、
柿
ノ
木
坂
（
15
分
）
、
氷
川
神
社

前
（
20
分
）
、
等
々
力
（
25
分
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
東
急
バ
ス
路
線
の
標

準
的
な
運
行
ダ
イ
ヤ
で
は
目
黒
駅
〜
等
々

力
間
は
25
〜
30
分
近
く
か
か
り
ま
す
の

で
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
停
留
場

の
数
が
少
な
い
の
と
、
自
動
車
が
珍
し
い

時
代
で
交
通
渋
滞
が
な
か
っ
た
と
い
う
事

情
は
あ
る
に
し
て
も
、
車
の
性
能
が
今
ほ

ど
で
な
く
、
道
も
十
分
な
舗
装
が
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
悪
い
条
件
の
中
で
の
「
い
だ

て
ん
」
ぶ
り
と
い
え
ま
す
。
大
井
町
線
の

開
通
は
昭
和
４
年
で
す
。

　
多
摩
川
を
越
え
る
延
伸
計
画

　

目
黒
通
り
が
玉
川
神
社
の
先
で
大
井
町

線
を
陸
橋
で
越
え
環
状
八
号
線
に
つ
な

が
っ
た
の
は
1964
年（
昭
和
39
年
）、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
こ
と
で
す
。
2018
年
末

の
時
点
で
は
等
々
力
不
動
の
前
あ
た
り
か

ら
坂
を
下
り
多
摩
堤
通
り
に
突
き
当
た
る

と
こ
ろ
が
終
点
で
す
が
、
川
を
越
え
て
川

崎
市
側
に
延
伸
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
橋
は「
等
々
力
大
橋
」（
仮
称
）、
そ

の
先
は
横
浜
市
方
面
に
延
び
る
と
い
う
も

の
で
す
。
完
成
す
れ
ば
多
摩
川
の
両
岸
に

あ
る「
等
々
力
」が
つ
な
が
る
と
い
う
夢
の

あ
る
計
画
で
、
目
黒
通
り
は
新
し
い
時
代

に
向
か
っ
て
進
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
寄
稿　

水
沼　

正
幸
）

ほ
そ  

い  

こ
う
た
く

つ
ち
の
え
い
ぬ

か
の 

え
ね

つ
ち
の
と
い

つ
ち
の
と
い

―

第
42
回
全
国
育
樹
祭
式
典
行
事
に
参
加―

　

全
国
育
樹
祭
は
、
健
全
で
活
力
あ
る
森

林
を
育
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、
11
月
18
日
に

調
布
市
で
開
催
さ
れ
た
国
民
的
な
森
林
・

緑
の
祭
典
で
す
。等
々
力
渓
谷
保
存
会
は
、

渓
谷
の
保
全
や
植
樹
な
ど
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
世
田
谷
区
の
推
薦
を
受
け
て
、
名

誉
あ
る
式
典
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
「
育
樹
か
ら　

木
の
あ
る
暮
ら
し　

つ
な
い
で
い
く
」
を
テ
ー
マ
に
表
彰
式
、

緑
の
少
年
団
活
動
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、

森
づ
く
り
や
木
を
使
う
こ
と
の
大
切
さ
を

広
く
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

等
々
力
渓
谷
保
存
会

【
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
問
合
せ
】

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
　
（
市
民
活
動
・
生
涯
現
役
推
進
課
内
）

　
　
　
　

電
話
５
４
３
２
–
２
４
０
５

「玉の清流」 編集委員一同

た
。

　

ま
た
、
玉
川
地
域
に
は
17
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
が
あ
り
、
「
玉
川
は
つ
ら
つ
フ
ェ
ス

タ
」
な
ど
で
相
互
に
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
健
康
志
向
の
高
ま
り
や
医
療
の

進
歩
も
あ
り
、
人
生
100
年
の
時
代
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
玉
寿
会
で
一
緒

に
100
歳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ド
、
い
す
ゞ
自
動
車
の
ト
ラ
ッ
ク
「
エ
ル
フ
」

な
ど
が
新
た
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
国
家
の
近
代
化
が
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
進
ん
だ
の
で
し
た
。

　

60
年
ぶ
り
の
己
亥
の
今
年
も
明
る
く
豊

か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
・・・・・。

「
目
黒
通
り
」
今
む
か
し

「
目
黒
通
り
」
今
む
か
し

地域の身近な歴史地域の身近な歴史
再発見 3再発見 3
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